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新年度のご挨拶 

 

 ２０１９年度、平成から新元号令和へ移行の記念すべきスタートとなりました。 

新入職員を多数迎え、一年で最も多くの新人を迎えるこの時期、期待に胸を膨らませ

取り組む姿勢に、誰もが一度は自身の頃と重ね合わせることと思います。 

さて、当院は回復期病棟（回復期Ⅰ）１２０床、医療療養・地域包括ケア病床６０床

と変わらずスタートいたしました。今年度もリハビリや療養をご希望される方がスムー

ズに安心して入院生活を送られますよう、適切・丁寧に対応して参ります。また地域の

方々に、より身近でいざという時に役に立つ存在であるため、介護や医療についての出

張講座などを実施したり、道内各医療機関、事業所の皆さまへ当院機能を理解していた

だきますよう、パンフレットの送付や訪問なども行って参ります。 

今年度も皆さまに頼られる存在となるよう、地域連携相談センター一同全力で取り組

んで参ります。何卒よろしくお願いいたします。 

 

（MSW かねこ） 

 

 

健康教室のご案内 

  

当院にて医療や介護、福祉にまつわる情報を専門

職がお伝えする「健康教室」を開催していましたが、

好評につき今年度は新たに1階ホールで毎月開催し

ています「はなカフェ」とコラボし、年 6回（奇数

月のみ）同時開催することになりました！！ 

専門職による医療・介護講座の他、「はなカフェ」

よりコーヒーの無料提供、石狩市でおなじみ「フル

ール・ドゥ・ペーシュ」さんの焼き立てパン販売な

ど、カフェ気分のくつろぎ空間でリラックスしなが

らお聞きいただけます。 

 第 1 回目は 5 月 22 日（水）14:00～14:30（は

なカフェは 13:30～15:30）開催となっており、医

療・介護講座は保健師による「心の健康について」

です。予約申込不要・参加無料となっておりますので、お気軽にご参加ください♪                                                                          

 

（地域連携相談センター たにかわ） 
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ようこそ！はなリビングへ♪ 

 

地域の皆さまの健康づくり・コミュニケー

ションの場として閉院したクリニックを利用

し、毎週金曜日にフリースペース「はなリビ

ング」を開放しています。 

 

 

朝9時から10時までは講師をお招きして「朝ヨ

ガ」を開催し、毎回約30名の方が参加されてい

ます。季節ごとに現れる身体の不調（夏バテ・

肩こり・腰痛など･･･）に沿った毎月のテーマ

を元に、それぞれの体調・体力に合わせながら

心地よく身体を動かしています。 

 

10時から15時まではフリースペースとして町

内会やサークルの打ち合せ・お友達同士でコ

ーヒーを飲みながらおしゃべり・お一人でく

つろぎにいらっしゃる方など幅広くご利用頂

いている他、当院入院患者さんへの誕生日プ

レゼント制作など、ボランティア活動の場と

しても活用しています。また、今年に入って

からは町内シニアクラブの定期利用が始ま

り、さらに楽しくなりそうな「はなリビング」です。 

 

参加費・利用料はかかりません。個人・お友達・団

体で･･･利用方法のお問い合わせは下記連絡先まで

お気軽にどうぞ！皆さまのご利用、お待ちしており

ます♪ 

（地域連携相談センター たにかわ） 

 

はなリビング（旧・ふれあいクリニック）  

〒061-3210石狩市花川南10条3丁目1-1 

お問い合わせ TEL 0133-76-2727 

花川病院地域連携相談センター 

(担当 わたなべ たにかわ) 
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石狩リハビリテーション地域連携懇話会について 

 

花川病院では、石狩リハビリテーション地

域連携懇話会として専門職に対象にリハビリ

テーションについての懇話会を開催しており

ます。 

昨年度は2回開催し両日とも100名近くの

方の参加をいただきました。「最新のリハビリ

についての情報がわかりやすかった」「すごく

勉強になりました」というご意見もいただい

ております。講演後の懇話会についても多職

種連携の場として参加した方からは好評い

ただいております。 

今年度初回は 6 月 29 日（土）19 時より

札幌グランドホテルにて「栄養をキーワード

にチームで取り組むリハビリテーション」を

テーマに開催します。お申し込みお待ちして

おります。 

 

（保健師 いけだ） 

 

 

入院時のまめ知識（70歳以上の方の場合） 

 

みなさんこんにちは。今回は 70歳以上の方が入院した時に覚えていたら役に立つ

まめ知識を紹介させていただきます。 

70 歳～74歳の方（前期高齢者）は 2割、75歳以上の方は（後期高齢者）１割と保

険証に記載されていますね。ご自身の保険証をチェック☆ 

２割または１割の方は入院時に医療機関の窓口でお支払いいただく一部負担金の限

度額が 57,600円と定められています。そこで覚えていたら役に立つのが【限度額適

用・標準負担額減額認定証】です。これは該当になる方がお住まいの市区町村の役所

の窓口に申請すると交付される認定証です。交付された認定証を医療機関に提示する

ことで窓口での一部負担金などが減額されます。 

該当になる方は以下の方です。  
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①区分Ⅱ：世帯全員が住民税非課税 

②区分Ⅰ：世帯全員が住民税非課税である方のうち次のいずれかに該当する方 

・世帯全員の所得が０円（公的年金収入のみの場合、その受給額が 80万円） 

・老齢福祉年金を受給されている方 

 

最後に… 

平成 30年８月から 70歳以上の３割負担の方の上限額が変わりました。該当する方

（年収約 370万～1,160 万円）は限度額適用認定証が必要になりますので、入院の際

はお手続きをお願いします。 

 

【入院】 

      

    ※新規に限度額認定証の申請が必要です。 

 

医療費で何かご不明なことがあれば、窓口にお気軽におたずねください。 

 

（医事課 たけいし） 

 

 

キラリ輝く地域の一番星 

 

キラリ輝く地域の方をご紹介します。石狩市花川在住の片岡

槇子さんはボランティア団体「花川南カトレア会」の代表とし

て、現在花川病院で毎月行われている「喫茶」や「はなカフ

ェ」の他、施設での買い物や外出付き添いのボランティアなど

市内各所にて幅広く活動されていらっしゃいます。 

当院での活動中は、参加されている患者様やご家族、一緒に

活動されるボランティアの方と笑顔でのコミュニケーションを

大事にされる姿や、忙しい時間帯にも手際よく、且つ細やかな

気配りで対応してくださる様子が随所に見られます。活動歴は

30年以上！大ベテランの片岡さんにボランティアを始めたきっかけ

や活動の魅力をお伺いしました。 

１ヶ月の自己負担限度額

現役Ⅲ
２５２,６００円＋
（医療費-８４２,０００円）ｘ１％

現役Ⅱ※
１６７,４００円＋
（医療費-５５８,０００円）ｘ１％

現役Ⅰ※
８０,１００円＋
（医療費-２６７,０００円）ｘ１％

一般 ５７,６００円

区分Ⅱ ２４,６００円

区分Ⅰ １５,０００円

区分

現役並み所得

住民税非課税
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Q．ボランティア歴と活動のきっかけ、現在の活動内容は？ 

A．昭和60年から始めました。当時、地域の民生委員と町内会

の中で有志が集まり、ボランティアサークル「花川南カトレア

会」を立ち上げたのが活動のスタートです。当時は30人前後の

メンバーが集まり、施設で手芸の指導や作品を寄贈する活動を

していました。現在花川病院や、りんくる（石狩市総合保健福

祉センター）で喫茶コーナーを担当する他、メンバーが個人で幅

広くボランティア活動をしています。 

Q．ボランティア活動の魅力や、花川病院での活動で感じたことは？ 

A．ボランティア活動を通して患者さんや施設の利用者さん、ご家族と知り合える事

です。皆さんと色々なお話しをして笑顔を見る事で元気になるし、私も会のメンバー

も楽しく活動させてもらっています。 

Q．今後の目標は？ 

A．会のメンバーもだんだん高齢になってきていますが、活動はとても楽しいです。

活動依頼のお声を掛けて頂いているので可能な限りは続けていきたいと思っていま

す。 

 

今後もキラリ輝く地域の素敵な皆さんをご紹介したいと思いますのでお楽しみに♪ 

                       

（地域連携相談センター たにかわ） 

 

出張講座・院内見学のご案内 

 

地域連携相談センターでは、地域の皆さんの医療・介

護・健康にまつわる知りたい・聞きたいのご要望にお応

えすべく“出張講座”を開催しております。 

日頃からのなぜ？どうして？（介護が必要になったら

どうしたらよいのだろう？介護保険って？○○病院は

どんな病院？など）を解決すべく、医療ソーシャルワー

カーや保健師が町内会・イベント・シニアクラブ・サー

クルなどにお邪魔いたします。ご興味・関心のある方、

まずはお問い合わせください。 

尚、ご好評につき院内見学案内も随時行っております。

個人団体問わず、まずはご相談ください。お待ちしております。（直通 0133－76－2727

担当 かねこ） 

（MSW かねこ） 
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花粉症と薬 

 
花粉症の季節がやってきました。北海道ではスギ花粉が少な

い一方で、シラカバ花粉が多く、4 月～6 月にピークを迎えま

す。花粉症とは、体内から花粉を取り除こうとすることで生じ

るアレルギー反応です。花粉が目や鼻から侵入すると、体内の

免疫システムによって「異物＝敵」とみなされ、敵に対抗する

ための抗体が作られます。この抗体は、花粉に接触するたびに作られるため、少しずつ

体内に蓄積されていきます。蓄積量があるレベルに達すると、次に花粉が入ってきた時

に、アレルギー反応を起こすヒスタミンなどの化学物質が分泌されます。このヒスタミ

ンは目や鼻などの神経を刺激することで、くしゃみや鼻水、鼻づまりといった花粉症の

症状を引き起こします。 

花粉症の治療薬は、「経口薬」と「点鼻薬」の 2種類に大きく分類されます。「経口薬」

は主にくしゃみや鼻水に対して効果があり、「点鼻薬」は主に鼻づまりに対して効果が

あります。このように同じ花粉症でも症状に合わせて薬を使い分けることができます。

以下に詳しく紹介していきます！ 

 

① 「経口薬」 

代表的な経口薬は、ヒスタミンの作用を抑える「抗ヒスタミン薬」が挙げられます。

市販薬である「アレグラ」や「アレジオン」はこの抗ヒスタミン薬に分類され、くしゃ

み・鼻水の症状を抑えてくれます。抗ヒスタミン薬の主な副作用として、眠気がありま

す。また、実際に眠気を感じていないとしても、抗ヒスタミン薬には集中力や作業効率

の低下（インペアードパフォーマンス）が生じることが判明しています。抗ヒスタミン

薬を服用中の方は、危険な場所での作業や自動車の運転を控えるようにしましょう。 

 

② 「点鼻薬」 

点鼻薬は、鼻腔内の粘膜に直接薬の成分を噴霧して治療する薬です。市販の点鼻薬の

主成分には血管収縮成分が含まれているため、鼻粘膜の血管を収縮させ、腫れを抑える

ことで鼻づまりを改善させる効果があります。但し、血管収縮成分を含む点鼻薬は、長

期間使用してしまうと逆に鼻づまりを悪化させるケースがあります。使用期間の目安は

1週間程度であり、長期間の使用が必要であれば数日間使用を控えるなどの対策が必要

です。 

 

いかがでしたでしょうか。花粉症の薬で困ったことがあれば、お気軽に薬剤師に相談

してみてくださいね。                          

  （薬局 はせがわ） 
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新入職員のご紹介 

リハビリテーション部

の新入職員は 11名。総勢

124 名で新年度をスター

トしました。 

花川病院に新しい風を

吹かせてくれるであろう

フレッシュな新入職員に

お題に一言！答えてもら

いました♪ 

皆さん、どうぞ宜しく

お願いいたします。 

 

後列左より 渡邉・三浦・丹波・佐渡 

前列左より 大嶋・三岡・安達・北田・矢吹・佐藤(み)・佐藤(舞) 

 

渡邉  Q．私の性格、一言で言うと A．負けず嫌いで好奇心が旺盛。飽き性な所も。 

三浦  Q．今後の抱負を一言！ A．皆さんのお力になれるよう精一杯頑張ります。 

丹波  Q．オススメの食べ物やお店 A．野菜が沢山のラーメン二郎がおすすめです！ 

佐渡  Q．私のストレス解消法 A．運動をすると頭がスッキリします！ 

大嶋  Q．初任給は何に使う！？ A．お世話になった人達にプレゼントを贈る！ 

三岡  Q．学生時代一番の思い出 A．ヨサコイでファイナルの舞台で踊ったこと！ 

安達  Q．この芸能人のここが好き！ A．長澤まさみの顔もスタイルも全て好きです。 

北田  Q．最近ハマッていること A．YouTube で動画をみることです！ 

矢吹  Q．これは負けない！私の特技 A．人の顔と名前を覚えることです！ 

佐藤(み) Q．今一番これがほしい！ A．どこでもドアが欲しいです！ 

佐藤(舞) Q．休みの日は何して過ごす？ A．たくさん寝て、おいしいものを食べます。 

 

 

編集後記 

新年度が始まり、新年号令和元年がいよいよ始まります。今年度も広報誌『つながる手と手～はなかわ

からのメッセージ～』、年 4 回の発行を予定しております。当院広報誌発行にあたっては、沢山のボランテ

ィアの方のご協力もあり本日を迎えることができています。改めて感謝しつつ新年度に伴って当院の新しい

取り組みや行事、またプチ情報など役立つ情報盛り沢山でお届けしたいと考えております。今年度も何

卒よろしくお願い致します。 

（MSW かねこ） 
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